フェアリーテール、メルヒェンと神の恩寵 : 物語に埋め込まれた知恵 by 藤本 朝巳 & FUJIMOTO Tomomi
はじめに
　ブリテンの島々（イギリス、スコットランド、ウェールズ、北アイルランド・南アイルランド、その
他の島々など）に、太古から伝わるfairy tale1及びヨーロッパの他の国々の昔話は、近代に文字化され
る以前、その多くが語り
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によって代々伝えられてきたものである。しかし、他のフォークロア2と同じ
ように、貴重な語りの文芸も放置しておくと廃れてしまうことが危惧された。その状況はヨーロッパの
どの地域でも同じであった。
　そこで19世紀になると、ドイツではグリム兄弟が『グリム童話集』を、ノルウェーではアスビョルン
センとモーが『ノルウェーの昔話集』3を、わかりやすい再話文体にして本の形で出版した。ブリテンの
島々の民俗学者や作家たちは、これら先達の偉業に大いに刺激を受けた。そこで、彼らはブリテンの島々
の各地域の、稀少な伝承の語り手たちを訪ねては、語り手から直接に話を聴き取り、記録して、資料（文
化遺産）として残すとともに、本にして出版したのであった。
　本来、伝承の物語には大人向け、子ども向けという区分けはなかった。むしろ、大人同士で話を楽し
むために、また民族の重要な出来事や日々生きていくための知恵を伝えるために、話の中に出来事とし
て、さまざまな事物を埋め込んで語り継いだに違いない。しかしながら、語りを文字の形にするとき、
当時の再話者、出版社の編集者たちは、物語を自分で読む子ども読者を意識し、また話を聴く幼い子ど
もの耳を配慮して、原話（聴き取った話）を子どもにもわかる文体に再話したのであった。
　そもそも、原話は各地域で名もなき人々によって紡ぎ出され、語り継がれ、各地に伝播してきたので
ある。そしてその物語の源（原話）がインドや中国など、どこであったにせよ、伝播した先でそのまま
異国の物語として、あるいは自国の物語として位置付けられ、語り継がれてきたのである。いずれにせ
よ、こうした物語の多くは各地域に根ざした古代信仰の名残をとどめており、あるいは、その地域の自
然・風土・慣習などに則った話であったに違いない4。
　しかしながら、どの地域であったとしても、人類が生きていくために必要な生活環境やその基盤は共
通のものであったに違いないし、また生き延びていくための自然との闘い、自然との融合のありような
どは、おそらくどの時代、どの地域でも似たものあった（ある）はずである。それゆえ、物語には変え
ていいものと、変えてはいけないものがあったと思われる。
　上記のこと―つまり、伝承された物語は、元は語りであったこと。そして、文字化される際に、さま
ざまな事由で再話が施されたこと、特に近代以降、子どもという存在が認識されるようになり、子ども
を尊ぶようになると、子どもの耳を配慮し、再話者の手が入ったこと。さらに言えば、キリスト教伝来
後に、各物語において時代にそぐわないと思われたことに対しては書き換えが行われたであろうこと、
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などを踏まえた上で、この論考では、ブリテンの島々に伝わる二話及びグリム童話一話を取り上げ、そ
れらの物語に内在する、先人の深い洞察や知恵などについて記してみたい。もちろん、古代の物語は文
字として記録されたものは皆無に近い。それゆえ、ここで用いる物語は、基本的には19世紀以降に聴き
取られ、再話された物語である。もっとも、それらの物語の種類と数は驚くほど多種多様である。また
活字として記録された以降の話の多くは、時代的に、当然のことながらキリスト教の影響下にある物語
である。
　今回、筆者は、それらの物語の中でも人の「罪」に関わるテーマを持つ物語を取り上げることにする。
なぜなら、こうした物語が時代を超えて永く語り伝えられたことには深い意味があると思われるからで
ある。すなわち、よく似た内容の話が、異なる地域で何百年にも渡って語り続けられてきたということ
は、それらの話が人類にとって普遍的な価値や意味を持つと思われるからである。そして、複雑で混迷
の状況にある現代世界を思うとき、また若い方々とともに伝承の物語、そして、その再話された物語を
学ぶとき、「罪」という問題は避けては通れない。それゆえ、伝承された物語に人間のありのままの姿
を読み取り、「罪」と「改心」、また「赦し」について考えることには意味があるはずである。
　以下、この論考では第１章では「罪」と「改心」について、第２章では「旅人をもてなすこと」につ
いて、第３章ではグリム童話の中の「罪」と「赦し」に関わる物語を取り上げ、これらの物語に記され
た不可思議な出来事について考察したい。また、各物語に不思議な者（物）が登場するが、物語を解釈
する際に、その不思議な存在の意味することも簡潔に考察したい。そして最後に、現代を生きる我々に
与えられている課題について、先達の述べてきた言及などを参考にまとめたいと思っている。
第１章
「白い鱒」と畏るべきもの
　はじめに、アイルランドのフェアリーテールを取り上げ、短く考察をしてみたい。ここに取り上げる
物語は、アイルランドの詩人にして作家、ウィリアム・バトラー・イェイツ（William Butler Yeats, 
1865-1939）が編纂したフェアリーテール集『ケルトの妖精物語』所収の話5である。この妖精物語集は、
アイルランド各地方に残っていた民間伝承の物語を、イェイツ自身及び多くのすぐれた文学者たちが採
集して、ゲール語より英語に訳して発表したもので、その中から、イェイツが選択して編集したもので
ある。紹介するフェアリーテールは「白い鱒」（The White Trout; A Legend of Cong）というタイト
ルの不思議な物語である。（翻訳に際しては、井村君江氏の名訳6を参考にさせていただいた。）
　さて、この話を記したのはアイルランドのサミュエル･ラヴァー（Samuel Lover, 1797-1868）という
作家で、イェイツは彼のことを「ラヴァーは（アイルランドの首都）ダブリン生まれ。自ら詩を書き作
曲して歌う才能に恵まれた文学者である。彼はものごとすべてをユーモアを持って眺めることのできる
人物であり、一方で、『白い鱒』のようにリズミカルな口調で幻想的な物語を平明に素朴に物語る作家
である」と同書に記している。
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白い鱒
サミュエル・ラヴァー
　ずっと遠い昔のこと、一人の美しい姫君が、はるか向こうの湖のほとりの城に住んでいた。姫は王子
と約束があり、二人は結婚することになっていた。ところが突然、王子は殺され、かわいそうにその湖
に投げ込まれてしまった。だから、もちろんのこと、王子はその美しい姫君との約束を守ることは出来
なかった――本当にかわいそうなことだった。
　さて、話によれば姫君は王子を失って、気も狂わんばかりだったようだ――かわいそうにわれわれ同
様、姫はやさしい心の持ち主だった。王子を思い焦れ、ついにはどうしたものか、姫君の姿は見えなく
なってしまった。妖精たちに連れ去られたのだと人々は言った。
　さて、しばらくすると、「白い鱒」（この鱒にお恵みを）が向こうの小川に現われた。たしかに人々は
この生きもののことを、どう考えたら良いのか分からなかった。こんなに白い鱒を見たという話は、後
にも先にも聞いたことがなかったのである。そうして何年も何年も、鱒は現われた時とまったく同じ場
所にいた。それがどれくらいの年月だったか分からない――実際、村一番の年寄りも覚えていないぐら
いだった。
　とうとう鱒は、妖精に違いないと人々は思うようになった。それよりほかに考えようがあったろうか
――そこでこの白い鱒に傷を負わせたり、悪さをしたりする者は誰もいなかった。ところがある時、な
らず者の兵隊たちがこのあたりにやってきて、鱒は妖精に違いないなどと思っている人々をみな馬鹿に
したり、あざ笑ったりした。そして、ことにその中の一人は（なんと罰当たりなことか、こんなことを
口にするとは、神よ、お許しあれ！）、その鱒を捕えて、晩飯食ってみせると誓った――何という悪党
だろう！
　さて、この兵隊の悪事をどうお思いになるだろうか。果して、この男は鱒を捕えて家に持ち帰ると、
フライパンをかけ、その中にこのきれいな小さい魚をほうり込んだ。鱒はまるで人間のように悲鳴をあ
げた。するとまあ皆さん、兵隊は腹が裂けるほど笑ったとお思いあれ――この男は筋金入りの悪党だっ
た。魚の片側が焼けたと思って、裏返してみたが、どうだろう、まったく焼けた様子がなかった。もち
ろん、兵隊は焼けないなんて変な鱒だと思ったが、「でも、もう一度ひっくり返してみるか」と、どん
な運命が自分を待ち受けているか、まったく考えずもせずに言った。異教徒なのだ。
　さて、兵隊はもう焼けただろうと思って、また裏返してみた。ところがどうだろう、こちらの側もぜ
んぜん焼けていない。「何てこった」と兵隊は言った。「こりゃあ参った。だが、もう一度やってみるか、
え、おまえさん。自分じゃ抜け目ないと思ってるんだろうがね」。そう言って、男は鱒を裏返したが、
このきれいな魚には、まったく火の跡がつかなかった。この悪党はやけになって言った――（確かに、
この悪党は完全に破れかぶれになっていた。いくらやっても駄目なのだから、間違ったことをしている
のが分かっても良さそうなものだった）――兵隊は「大したやつだな、おまえさんは。よく焼けている
ように見えないが、おそらくまあよく焼けているんだろう。毛焼き猫みたいに、見かけよりはましだろ
うさ。食ってみりゃあ、いけるってわけだ」。そう言うと、兵隊は一切れ味わってみようとして、ナイ
フとフォークを取り上げた。ところが何と、この魚にナイフを刺したとたん、魚は鋭い悲鳴をあげた。
もし、皆さんがこの悲鳴を耳にしたら、生命が自分から離れてゆくように思えただろう。鱒はフライパ
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ンから床の真ん中に飛び出した。鱒が降り立ったその場所には、なんと美しい女の人が立ち現われた―
―それは誰も目にしたこともないような絶世の美女で、白い衣服をまとい、髪には金の飾り紐をつけ、
そして腕からは一筋の血が流れていた。
　「見てよ、おまえに切られたのよ、悪い人ね」と姫君は言いながら腕を差し出した――兵隊は、目が
眩みそうな気がした。
「わたしはね、おまえがわたしを捕えたあの川で、気持良く暮らしていたのに、手を出さなくたってい
いじゃないの。わたしのお務めを邪魔しなくたっていいじゃないの」と、姫君は言った。
　さて、兵隊は濡れた犬のように震えあがっていたが、ようやく吃りながら何か言うと、命乞いをし、
姫君に許しを願った。そして、姫君が務めの最中だったとは知らなかったとか、自分はあなたにちょっ
かいを出すほど馬鹿な兵隊じゃない、とても善良な兵隊なのだ、などと言った。
　「わたしはあのとき、お務めをしていたのよ」と姫君は言った。「わたしの本当の恋人が、川に沿って
わたしのところにやってくるのを待っていたのよ。もし、わたしのいない間に、あの方がやって来てお
会いできなかったとしたら、わたしはおまえを鮭の小魚に変えて、地面に草が生え、川に水が流れてい
る限り、追いかけ回してやるわ」
　さて、兵隊は鮭に変えられてしまうのかと思うと、生命が失せてゆくように思われ、姫君の情けを乞
うた。すると、姫君が言った――
　「悪いことはおやめなさい。でないと、後悔することになるから。これからは良い人間になって、き
ちんと懺悔所にお行きなさい。※１さあ、わたしを連れていって、もとの川に戻しておくれ」
　「ああ、お姫様」と兵隊は言った。「どうして、あなたのようにお美しい方を溺れさすことが出来ま
しょう」
　だが、男が後を続ける間もなく、姫君の姿は消え失せ、そこにはあの小さな鱒が転がっていた。そこ
で、男は鱒をきれいな皿にのせると、姫君がいない間に恋人が来ては大変だと思い、必死になって走っ
ていった。兵隊はひた走りに走って、再び洞穴のところに行き、鱒を川に投げ入れた。すると、おそら
く例の傷のためだろう、しばらくのあいだ川の水が、血のように赤く染まった。この赤い色は、やがて
水の流れが洗い流してしまった。今でも鱒の脇腹には、傷跡の赤いしるしが残っている。※２
　ところで、あの兵隊はその日から、打って変わった人間になり、行ないを改めた。きちんと懺悔所に
通い、週に三度は務めに精進した――男は恐ろしい目にあった後なので、精進の日にはぜったい魚を食
べなかったが、それでなくても、こんなことまで言うのをお許し願いますが――魚は決して彼の胃袋に
は落ち着いてはいなかった。
　〔こうした鱒の物語はアイルランドの到る所にある。数々の神聖な泉には、このような祝福された鱒
が現われる。スライゴーのギル湖のほとりにある泉にも鱒が一匹いるが、この鱒もかつては誰か異教を
信じる者によって、焼き網にのせられたことがあり、今でもその跡が残っている。昔、この泉を聖別し
た聖人が、その鱒をこの泉に入れたのである。今日ではこの鱒は、きちんと罪を償った信心深い人の目
にしか見えない。〕
※１　アイルランドの農民は、懺悔しに行くことを、going to his duty（勤おめをしに行く）と言う。
※２　鱒の脇腹にはじっさいに赤い斑点がある。
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　この物語を読むと、人の「罪」と「悔い改め」について深く考えさせられる。この物語に登場する兵
隊は、冒頭でならず者（wicked sinners of sojers）と記されているが、想像するところ、兵隊とは戦場
に駆り出され、敵味方互いに殺し合いをし、また敵地で残虐な行為をするものである。そういう経験を
した人は、人を傷つけ、自分も傷つき、その悲惨で辛い思いをした結果、人としての正常な判断ができ
なくなるものである。それゆえ、普通の村に来ても、傷ついた心はすぐには元に戻らない。その兵隊が
このあたり（these parts）に立ち寄って、こうした悪行の限りを尽くすのは無理もないことと思われる。
　しかし、兵隊はまさに、人の暮らす日常の村に来て不思議な鱒（姫）と出会う。そうして不思議な体験
（怖い思い）をして、罪を自覚したといえる。我に返るというか、人間に戻るのである。姫にRenounce 
your evil coorses, you villain, or you’ll repint it too late; be a good man for the futhur, and go to your 
duty reg’lar, and now, …（悪いことはおやめなさい。でないと、後悔することになるから。これから
は良い人間になって、きちんと懺悔所にお行きなさい。）と諭され、人としてのあるべき姿を思い出す
のである。「悔い改める」とは、思いと心の変化であり、罪から離れ、赦しを求めて神に立ち返ること
であるが、この兵隊は悔い改めて、神に顔を向け、立ち返ったと言える。
　使徒行伝３章19節には「だから、自分の罪をぬぐい去っていただくために、悔い改めて本心に立ちか
えりなさい。」と記されている。また同書26章19節には「…異邦人たちに、悔い改めて神に立ち帰り、
悔改めにふさわしいわざを行うように…」と記されている。このフェアリーテールは、私たちに、一人
の兵隊とその体験を通して、「罪」と「悔い改め」について深く考えさせると言えよう。
　ところで、このフェアリーテールに登場する鱒（美しい姫君beautiful lady）は妖精（fairy）と記さ
れている。アイルランドのフェアリーテールには、たびたび妖精と言われる存在が登場するが、この物
語の場合、兵隊の出会ったfairyは、一人の人間に不思議な思い（畏れ）を感じさせ、結果的に、悔い
改めに導いたとも言える。
　フェアリーテールは、抽象的原理に則った文芸である。また、それゆえ、人物やものを孤立化し、そ
の結果、人物やものが他者と普遍的に結合することを可能ならしめる。一人の罪人が「畏れ」を知り、
一人になり、神さまの前に出て首を垂れ、顔を上げることもできないとき、それでも、神さまと一対一
で向き合い、かたじけなくも赦され、方向を変えることを可能にするのである。そう解釈すると、この
物語では、妖精が罪人に畏れを自覚させ、神に向かわせる機能を果たしているといっても差し支えない
であろう。
第２章
「不思議な旅人」ともてなすことの意味
　続いて、Round about and Long Ago; Tales from the English Counties7所収の『むかし、むかし、イ
ギリス各州の昔話集』（アイリーン・コルウェル再話）収集のフェアリーテールを取り上げ、短く考察
をしてみたい。この物語は「不思議な旅人」というタイトルの不可思議な物語である。（翻訳に際して
は、むろの会訳8を参考にさせていただいた。）
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不思議な旅人
アイリーン・コルウェル再話
　むかし、イギリスのヨークシャー州地方に、ウェンスレイデイルとよばれる谷があって、その近くに、
セマーウォーターという名の湖があった。その湖のほとりには、小さな町があって、そこに住む人々は、
お金も土地もたくさん持っていた。けれども、みな、いつも自分のことばかり考えていて、おまけにと
ても欲張りであった。
　ある日のこと、一人の貧しい旅人がその町にやって来た。旅人はずっと歩き続けてきた。十月のこと
であったので、湖の水は、どんよりとした灰色をしており、冷たい風に水面は波立っていた。日暮れの
早い谷間の町のこと、あたりはもう暗くなりかけていた。
　旅人は荷物を一つ背負っていた。着ているものは粗末で、寒さのあまり、ぶるぶる震えていた。旅人
は今晩泊まるところを見つけなければならなかった。旅人は、きっとだれかが泊めてくれるにちがいな
い、と思っていた。
　ある一軒の家の扉が聞いていて、男が一人守っていた。家の中には、暖炉の火が、赤々と燃えている
のが見えた。「すみませんが、今晩、泊めていただけないでしょうか」と旅人は頼んだ。「よそ者なんか
に、用はねえ」と、その男は、吐き捨てるように答えた。
　二、三軒先の家では、一人の女が戸口に立って、夫が仕事から戻って来るのを待っているようであっ
た。旅人が、泊めてもらえるかどうか聞こうとすると、旅人の鼻先で、戸をばたんと閉めてしまった。
　どこへ行っても、同じことだった。だれ一人として、快く迎えてくれる人はいなかった。あるところ
では、犬を何匹もけしかけられて、かけ出して逃げねばならなかった。さらに、おかみさんが亭主を呼
んで、こん棒で追い払らおうとする家もあった。また通りでは、馬に乗った男が、旅人を道のわきに追
いやり、泥をはねかけたし、子どもたちでさえ、町かどに集まって悪態をつき、石を投げつけるのだった。
　旅人はとても疲れて、腹も空いていた。しかし、仕方なく不親切な人ばかりの町を後にして、歩き続
けるよりほかなかった。そうしてとうとう、灰色の石でできた小さな小屋が、一軒だけ、ぽつんと建っ
ているところまでやってきた。その小屋は大変小さかったので、山の斜面のくぼみに、ひっそりうずく
まって、まるで隠れているように見えた。急こう配の屋根を、すっかり覆ってしまうように、そばのね
じれたサンザシの木には、まっ赤に熟した実が、たくさんなっていた。
　「もしかしたら、ここなら少しは、ましかもしれない」旅人は、そう思って、戸をとんとんと、叩い
てみた。
　すると戸が聞いて、陽気な感じの小柄なおばあさんが出てきた。洗い立ての真っ白なエプロンをかけ
ていて、旅人を見ると、すぐに、「さあさあ、お入りなさい。寒かったでしょうに」と、言ってくれた。
　「ありがとうございます」と、旅人は喜んで答えた。暖炉の前には、老人が一人座っていた。横の台
では、やかんがしゅうしゅうと湯気を立てていた。かたわらで、黒ねこが一匹、しき物の上に眠っていた。
　「おかけなさい。わしらのものは、なんでも遠慮せずにお使いくだされ。お客さんが来てくれるなんて、
なんと嬉しいことだろう。このあたりに住んでいる人たちとは、つきあいがないのでね」と、老人は言った。
　旅人は、その夫婦の夕食の、麦ビスケットとミルクを分けてもらって食べた。食事がすむと、火のそ
ばに横になって眠った。この家には、部屋がたった一つしかなかった。外では、風がひゅうひゅう音を
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立てて、吹き荒れていたが、その小さな家の中はほのぼのとして、とても暖かだった。
　やがて、朝になり、旅人は老夫婦に、宿と食事のお礼を言って、別れを告げた。
　二人は戸口に立って、旅人が険しい山道を登って行くのを見送った。旅人は山の斜面で立ち止まり、
きのう通った町を見下ろした。その町は、灰色をした湖から立ちのぼる霧で、ほとんど隠れてしまうと
ころだった。
　そのとき、老夫婦は見た。旅人が両腕と、手に持っていた杖を思いきり前に伸ばした。すると、旅人
はまるで大男のように見えるではないか。旅人は、響き渡る声で叫んだ。
セマーウォーター、湖の水よ、
　高く嵩
かさ
をませ。
セマーウォーター、湖の水よ
　低く沈め。そして
大きな波となれ！
この町を、飲みつくせ、
　なにもかも、飲み尽くせ。
一夜の宿を与えてくれたあの家以外
　なにもかも、飲み尽くせ！
　老夫婦が見ている目の前で、湖の水は大きな波となり、山の高さにまで上がった。すると、凄まじい
雷鳴がとどろき、波が一気に町の上に襲いかかった。あっという間に、町は飲み込まれてしまった。波
は激しい音を立て、山腹を這い上がって来たが、老夫婦の立っているほんの少し下のところで止まった。
二人は恐ろしさのあまり、がたがたと震えていた。
　二人があたりを見渡したとき、旅人の姿は、もうどこにも見当たらなかった。こうして、意地の悪い
人たちばかりの町は湖の下に消えてしまった。そして今でも、人々はそこには波の立たない静かな湖が
あると語り継いでいるそうな。
　この物語を読んで、すぐに心に思い浮かぶのは、聖書に記されている「寄留の民」（異国の地に一時
的に居住する人々で、旧約聖書「レビ記」などに、保護の対象として記されている人々）のことである。
また新約聖書のマタイによる福音書などに記されている「旅人をもてなす」ことの意味である。例えば、
マタイによる福音書25章35節に「あなたがたは、わたしが空腹のときに食べさせ、かわいていたときに
飲ませ、旅人であったときに宿を貸し…」という言葉がある。この文章は最後の審判のときの恐ろしい
裁きを思わせる箇所であるが、イエスとは空腹で、喉が渇き、宿のない人々であると述べている。まさ
に隣人とはだれのことかを考えさせられる文章である。それらのことを思うとき、私たちが現代世界で、
開発途上国の問題、難民の問題、被災地のありさまを思う時、日々、生きる姿勢を正される思いがする。
　物語は、「小さな町があって、そこに住む人々は、お金も土地もたくさん持っていた。けれども、みな、
いつも自分のことばかり考えていて、おまけにとても欲張りであった。」と語っている。そこへやって
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きたのは、ずっと歩き続けてきた、一人の貧しい旅人である。着ているものは粗末で、寒さのあまり、
ぶるぶる震えていた。旅人は今晩泊まるところを見つけなければならなかった。しかも、あたりはもう
暗くなりかけていた。
　私たちは、日々、その旅人をどうもてなすかを試されている。私たちは、通常、「忙しい」とか、「今
日は家族が…」とか、「今日は身体がどうである…」とか言って、親切にすることを拒むものである。
しかしながら、聖書は以下のように記している。
　25：31人の子が栄光の中にすべての御使たちを従えて来るとき、彼はその栄光の座につくであろ
う。32そして、すべての国民をその前に集めて、羊飼が羊とやぎとを分けるように、彼らをより分
け、33羊を右に、やぎを左におくであろう。34そのとき、王は右にいる人々に言うであろう、『わ
たしの父に祝福された人たちよ、さあ、世の初めからあなたがたのために用意されている御国を受
けつぎなさい。35あなたがたは、わたしが空腹のときに食べさせ、かわいていたときに飲ませ、旅
人であったときに宿を貸し、36裸であったときに着せ、病気のときに見舞い、獄にいたときに尋ね
てくれたからである』。37そのとき、正しい者たちは答えて言うであろう、『主よ、いつ、わたした
ちは、あなたが空腹であるのを見て食物をめぐみ、かわいているのを見て飲ませましたか。38いつ
あなたが旅人であるのを見て宿を貸し、裸なのを見て着せましたか。39また、いつあなたが病気を
し、獄にいるのを見て、あなたの所に参りましたか』。40すると、王は答えて言うであろう、『あな
たがたによく言っておく。わたしの兄弟であるこれらの最も小さい者のひとりにしたのは、すなわ
ち、わたしにしたのである』。41それから、左にいる人々にも言うであろう、『のろわれた者どもよ、
わたしを離れて、悪魔とその使たちとのために用意されている永遠の火にはいってしまえ。42あな
たがたは、わたしが空腹のときに食べさせず、かわいていたときに飲ませず、43旅人であったとき
に宿を貸さず、裸であったときに着せず、また病気のときや、獄にいたときに、わたしを尋ねてく
れなかったからである』。44そのとき、彼らもまた答えて言うであろう、『主よ、いつ、あなたが空
腹であり、かわいておられ、旅人であり、裸であり、病気であり、獄におられたのを見て、わたし
たちはお世話をしませんでしたか』。45そのとき、彼は答えて言うであろう、『あなたがたによく言っ
ておく。これらの最も小さい者のひとりにしなかったのは、すなわち、わたしにしなかったのであ
る』。25：46そして彼らは永遠の刑罰を受け、正しい者は永遠の生命に入るであろう」。
マタイによる福音書25章31-46節（口語訳）
　さて、この物語に登場する「旅人」とはいったいだれであろうか。フェアリーテールには不思議なも
のが登場する。スイスのメルヒェン学者、マックス・リュティはその著書で、以下のように述べている。
　人間は、近代の人間学者によって、欠如をもつ存在であるばかりでなく、廻り道をする存在
4 4 4 4 4 4 4 4
であ
る、といわれた。メルヒェンの主人公は、自分の運命を自力で開拓していく存在ではないが、そも
そも人間もそれと同じなのである。人間は外からの援助、特に彼岸の世界からの援助をあてにして
いる。それは、神学上の用語で「恩寵」とよばれているものと対応している。その限りでは、メル
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ヒェンの人間像には宗教的傾向があるといえる。
　メルヒェンの主人公がその目的を達するのは、ほとんどのばあい自力のみではない、ということ
は―ここでも笑話は除外しなければならないが―主人公に（宗教的な意味で）依存性があるこ
とのしるしであるばかりでなく、主人公が、廻り道をする者であることをも示している。そのこと
は、主人公が忠告に耳をかさなかったり、命令や禁令を守らないばあいに、いっそうはっきりする。
（p. 303）
　上記の文章はリュティのメルヒェン理解、解釈の最も核となる概念で、彼は『ヨーロッパの昔話－そ
の形式と本質』において、メルヒェンの本質は、モティーフの内容にあるのではなく、モティーフをど
う語るかという、その語り方にあると述べている。すなわち、リュティはメルヒェンの形そのものに本
4 4 4 4 4 4 4
質が潜んでいる
4 4 4 4 4 4 4
と考えて、形（つまり語り口）の分析をしたのである。その上で、メルヒェンには、日
常的な普通の人間やものの世界（此岸）と、超自然的な世界（彼岸）との間に、精神的断絶がないとし
て、これを一次元性9と名づけた。
　ところで、彼が「彼岸の世界」というとき、その「彼岸」という言葉は異世界を指している。いわゆ
るファンタジー文学で言う「別世界」である。私たち人間は、リュティの用語にそって言えば、此岸（こ
の世界）で暮らしている。この人間が、時に彼岸（超自然的な世界である異世界）に行くと、不思議な
体験をする。あるいは、逆方向に、彼岸から此岸に不思議な者がやってくると、その出会いから不思議
な体験をする。いずれにせよ、人間は不思議な者との魂を揺るがす本質的な出会い
4 4 4 4 4 4 4
をして、それまで生
きてきたありようとは異なる出来事を体験する。そうした体験をした者は、自分がそれまで持っていた
価値観が変えられ、それまでの生き方とは違う生き方をするようになる。それを教示するのがフェアリー
テールであり、ファンタジー文学であると言えよう。
　以上を踏まえた上で、次にグリム童話の物語を通して、リュティのいうところの、「人間は、欠如を
もつ存在であり、廻り道をする存在
4 4 4 4 4 4 4 4
である」ということを考えてみたい。
第３章
「蜜蜂の女王」と罪の赦し
　グリム兄弟は世界で最も有名な童話作家として知られている。現在は百カ国以上の言語に翻訳されて
いると言うから、その人気は絶大なものである。そして、今後も永く読み継がれるものと思われる。
　兄のヤーコプ・グリム（一七八五―一八六三）と弟のヴィルヘルム・グリム（一七八六―一八五九）
は、共にドイツの言語学者であった。兄は『ドイツ文法』を書いた学者であり、また『ドイツ法古事誌』
を書いた法学者であった。二人は、ハーナウの弁護士の家に生れたが、幼くして父親を亡くした。ゆえ
に大変苦労しながらも、学問で身を立てる決意をし、二人は常に行動を共にし、学者として立派な仕事
を残した。一方、子どもの文学の仕事では、一八〇六年から昔話の聞き取り調査を始め、生涯をかけ、
計七回に及ぶ書き換えをして、現在、私たちが『グリム童話』を呼んでいる童話集を残した。それ以外
にも、『ドイツ伝説集』、代々の学者に引き継がれて一九六一年に完成した『ドイツ語辞典』等、すぐれ
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た仕事を成し遂げた。
　さて、『グリム童話』については、世界中で、さまざまな背景をもつ分野の人々が、異なる解釈をし
ている。同じ話から、こうも違う解釈が出てくるからには、彼らの物語には何か特別な力があるに違い
ない。
『グリム童話』はだれのために書かれたのか？
　『グリム童話』は、一八一二年に初めて出版されている。この作品のドイツ語の書名は、Kinder 
und Hausmärchen（『子どもと家庭のためのメルヒェン集』）である。「子どもと家庭の…」という二つ
の対象を示す題名になっていることには重要な意味があった。すなわち、「子どものための物語」と「家
庭にいる他の人々のための物語」という「二重性」を持つことを示していたのである。前者はまさに「子
どものため」の物語という意味である。一方、後者の意味は、以下のような事実を踏まえていた。ヨー
ロッパでは、産業革命以前の家庭は、伝統的に数世代にまたがる拡大した家庭であった。そこには、祖
父母に加えて、病身な者、やもめのおば、同居している作男、里子、一時的な住まいを求めていた旅商
人などがいたという。つまり、『グリム童話』は「両親と子どもたちという核家族」以外の、家庭にい
る「他の全ての人」を対象にしていたのである。
　一般的に『グリム童話』は子ども向きのお話と思われている。もちろんそれは事実であろう。しかし
前述したように、題名からも、この作品は大人向けの話でもあったことが窺われる。家庭にいるすべて
の人に読んで欲しいという、グリム兄弟の思いが、この作品には込められていたと言えよう。
　では、多くの作品が、単に子ども向け、大人向けということでなく、両方の読者を意図して書かれて
いるということは、一体何を意味しているのだろうか？ここで、確認しておくべきは。この作品は「童
話」と訳されているが、『グリム童話』の「童話」という訳語は、日本語でいうところの「童話」では
ない。この物語集は、そのほとんどが昔話（märchen）なのである。当時、ドイツ地方に伝承されてい
た話を、グリム兄弟が収集し、その文体を、独特の手法で再話して作り上げた作品なのである。それゆ
え、『グリム童話』は、創作の物語ではなく、もともと伝承の話である。
　ところで、彼らは、資料として入手した話を、さまざまな理由で再話した。例えば、採集された元の
話には、語り手の記憶のまま記録されたものがあり、話の前後につじつまの合わない箇所があった。ま
た、すでに印刷物になったものから入手した話にも、配慮なく編集して活字にされたものも多かったの
で、そのまま文章にして出版できないものも多かった。そこで、彼らはテキストを書き直していった。
二人は言語学者であった。自分たちが編集して出版するものが、当時のドイツ語として後世に残ること
を意識していた。さらに、子どもの耳にふさわしくない部分は、子どもの耳に耐えうる話に変えたので
あった。
　また弟のヴィルヘルムには類ない文才があった。実際、書き直しが七版あるうちの、二版以降の再話
のほとんどは弟のヴィルヘルムが中心に行ったと言われている。彼の手によって、文学としても大変す
ぐれた作品となったのであった。
　さて、『グリム童話』が子ども、大人両方の読者を意図して書かれているということは、おそらく当
時の子ども、大人、そして、後世のあらゆる人々のために、昔話の規範となる文章を提供し、残すため
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に書かれたといってよかろう。
　では、グリム童話（メルヒェン）の不思議な話を取り上げ、考察したい。この物語は「蜜蜂の女王」
というタイトルの三人兄弟の物語である。ここで、なにゆえドイツのグリム童話を用いて論じるかと言
うと、グリム兄弟以降の、スコットランドやイギリスのフェアリーテールを聴き取り、書き記した人々
は、グリム兄弟の多大な影響を受けていたからである。事実、19世紀当時の人物の交流10を探ると、意
外な出会いがあったことがわかる。そして、彼らが国を越えて交流した結果、グリム童話の影響はブリ
テンの島々のフェアリーテールの文体にも及んでいた。ということは、メルヒェンやフェアリーテール
の語りの様式11、物語構造には共通の要素があると思われ、ひいては、語り口や物語構造に類似性があ
るということは、物語の内容や背景に埋め込まれたメッセージにも類似性があると考えられるからであ
る。以上の理由で、この論考ではあえてグリム兄弟の作品を用いて論じてみたい。なお、「蜜蜂の女王」
は、グリム童話62番という番号を付され、今なお親しまれている物語である。
蜜蜂の女王
グリム兄弟
　あるとき、二人の王子が冒険の旅に出た。二人は気ままに暮らし、荒れ果てた生活をして、お城に帰っ
てこなかった。そこで、まぬけといわれていた末っ子が出かけていって、二人の兄さん探した。ところ
が、やっと見つけたのに、二人の兄さんは末っ子をばかにするばかりだった。というのも、兄さんたち
は、末っ子よりずっとりこうだけど、うまくやっていけなかった。だから、まぬけの末っ子が世の中を
うまくわたっていくことなんか、できないと考えていたからだった。
　こうして、三人は連れだって行くことになり、しばらくいくと、ありの塚に出くわした。二人の兄さ
んは、それを掘り返し、小さいありたちが、おびえてはいまわり、たまごを持ってにげるのを見ようと
した。すると、まぬけといわれていた末っ子が言った。「生きものはそっとしておいておやりよ。生き
ものをこまらせるのは、いけないよ」
　そこで、三人はさきへ進み、湖にやってきた。そこには、たくさんのかもが泳いでいた。二人の兄さ
んたちは、二、三ば捕まえて、焼き鳥にして食べようとした。しかし、末っ子はそうはさせないで、「生
きものはそっとしておいておやりよ。生きものを殺すのは、いけないよ」と言った。
　やがて、三人は蜜蜂の巣のあるところにやってきた。巣の中は蜜でいっぱいで、蜜が、木の幹を伝っ
て流れ落ちていた。二人の兄さんたちは木の下で火をたいて、蜜蜂をいぶり殺して、蜂蜜をとろうとし
た。しかし、末っ子はまたそれをとめて、「生きものはそっとしておいておやりよ。生きものを殺すのは、
いけないよ」と言った。
　しまいに、三人兄弟は、あるお城にたどりつき、中には入った。そこの馬小屋には石になった馬だけ
が三頭いて、人間は一人もいなかった。三人は、いくつも広間を通り抜け、一番はじの戸のまえに出た。
そこには、鍵が三つぶらさがっていた。戸の真ん中に小さい窓があり、中をのぞくことができた。中に
は、しらが頭のこびとが、食卓にむかって座っていた。三人は一度、二度、とこびとに呼びかけたが、
こびとには聞こえなかった。三度呼ぶと、こびとは立ち上がって､三つの鍵を開けて、出てきた。しかし、
ひとこともしゃべらないで、三人を食卓に連れていき、たくさんごちそうしてくれた。三人が食べたり
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飲んだりしてしまうと、こびとはそれぞれを寝室に連れて行った。
　あくる朝、しらが頭のこびとは、一番上の王子のところにやってきて、めくばせをし、石でできた板
のまえに案内した。石板には、三つの問題が書いてあり、その問題を解くと、お城を救うことができる
のであった。第一の問題は、森の中のこけの下に、お姫さまの真珠が千個も隠されているので、それを
探し出すというものだった。しかし、もし、陽の沈む前にまだ一個でも足りなかったら、探した人間は
石になる、というものだった。
　そこで、一番上の王子が出かけていって、一日中探したが、一日が終わったところで、やっと百個の
真珠を見つけただけだった。石板に書いてあったとおり、王子は石に変えられてしまた。あくる日、二
番めの兄さんが同じことをした。しかし、二番目の兄さんも、長男よりたいしてうまくはいかず、二百
個の真珠しか見つけられず、石にされてしまった。さて、まぬけと言われていた末っ子の番になった。
末っ子もこけの中を探したが、真珠を見つけるのは、大変難しく、ひどく手まどった。それで、末っ子
は石に腰掛けて泣いた。
　そうしていると、前に末っ子が命を助けてやったありの王さまが、五千匹のありを連れてやってきた。
そして、いくらもたたないうちに、ありたちは力を合わせて真珠をぜんぶ見つけ出し、山のように積み
上げた。
　第二の問題は、お姫さまの寝室の鍵を湖の底から拾ってくるということだった。末っ子が湖にくると、
前に救ってやったかもたちが泳いでおり、水の中にもぐって、底から鍵をとってきてくれた。
　第三の問題は一番難しいもので、王さまの、三人のお姫さまが眠っていが、三人の中から、一番若く
一番かわいらしいお姫さまを探し出すことだった。三人はそっくりで、その違いと言えば、眠る前にそ
れぞれ違ったあまいものを食べたということだけだった。一番上の姫はおさとうのかたまりを一つ、二
番めの姫はシロップを少し、末の姫は蜂蜜を一さじ食べたのだった。するとそこへ、末っ子が火から守っ
てやった蜜蜂たちの女王がやってきて、三人のお姫さまの口を試してみて、しまいに、蜂蜜を食べた口
に留まった。それで、王子は正しいお姫さまを見分けることができた。
　すると、魔法が解けて、みんな眠りから救われ、石になっていた者はすべて、人間に戻った。まぬけ
と言われていた末っ子は一番若く一番かわいらしいお姫さまと結婚し、父親の王さまが死んだ後、あと
を受け継いで、王さまとなり、二人の兄さんたちは、それぞれ、二人のお姫さまと結婚した12。
「蜜蜂の女王」の解釈
　この物語の要点は以下のとおりである。物語の冒頭で、まず上の二人の兄が出発する。そして、荒ん
だ生活にはまり込んでしまう。そこで、末っ子が心配して探しに行くと、二人は弟を「抜け作」と呼ん
で嘲る。それから、三人は一緒に旅をするのであるが、旅の途上で、小さな生きもの「あり」、「かも」、
「蜜蜂」に出会う。兄たちはいじめたり、食べようとしたり、殺して蜜を取ろうとする。しかし、末っ
子がかばって、これらの生きものを救う。
　さて、三人は城に着いて、不思議なこびとから課題を与えられる。第一の課題は、森の苔の下に、お
姫さまの真珠が千も隠されていて、探し出すというものであった。一番上の兄は、百個探し出すが、足
りなくて石に変えられてしまう。二番目の兄は、二百個探し出すが、やはり足りなくて、同じように石
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に変えられてしまう。一方、末っ子は同じ問題にひどく手間取り、泣き出してしまう。すると、以前助
けてやったありたちがやって来て、難題を解決するのを手伝ってくれ、課題を達成できる。第二の課題
は、お姫さまの寝室の鍵を海の中から取って来るというものであった。同様に、以前助けたかもが手伝っ
てくれ、達成する。第三の課題は、三人のお姫さまの中から一番若く、かわいらしいお姫さまを探し出
すというものであった。これも、以前助けた蜜蜂が手伝ってくれ、解決する。注目すべきは、末っ子も
自分一人では解決できないという点である。弱いと思っていた生きものから助けてもらって、難題を解
決しているのである。
　物語の最後に、上の二人にかけられていた魔法が解けて、二人の兄は呪いから救われる。石になって
いたものが人間に戻るのである。そして、末っ子は、一番かわいらしいお姫さまと結婚し、姫の父親が
死んだ後、王となる。しかも、二人の兄は二人の姉と結婚して、すべてハッピーエンディングで終わる。
　次にこの物語を、末っ子を中心に解釈してみたい。はじめに抜け作と言われた末っ子（一番劣ってい
る存在）が、後に姫と結婚し、最後に王さまになるという成功物語である。いわゆる昔話の型としては
「末っ子成功型」である。はじめ劣っているという欠如の状態にあった主人公が、最後に欠如状態を充
足（解消）されるのである。
　中間の、旅の途上のエピソードは、昔話でよく用いられる、いわゆる「試験」である。兄たちはすぐ
れていて、要領よく対応すると思われるが、弱い者に出会った時に、相手を自分の損得でしか考えられ
ない。それゆえ、試験に合格できない。ところが、いつもいじめられていた末っ子は、弱い者の気持ち
がよく理解できるからであろうか、弱い者をかばい、救うことができる。よって結果的に末っ子が試験
に合格できるのである。また、いつも強いと思っていた兄たちは、難題を与えられると、自分ではその
難題を解決できない。兄たちは、大変な時に失敗し、石に変えられる（悪徳の報いを受ける）。しかし、
弟は、大変な時に援助者が現われて、難題を解決する（善の報いを受ける）のである。
　この話は、現代に生きる私たちに、大切なことを教示していると言える。一般に、人はものごとを自
分中心に考え、自分は強い、偉いと思いがちである。それゆえ、自分より弱い者に出会った時、相手を
見下し、また利用しようとする。（この物語の場合、兄たちは相手を人間としてではなく、利用できる
道具、また腹を満たす「食いもの」として見ている。）しかし、この物語の末っ子のように、人は相手
を同じ人格として尊重して接する時、心が通じ合い、助け合う関係が成り立つのである。このことは現
代でも、地球の南北問題、貧富の問題などを思うと、よく理解できることである。
　ところで、物語の中の三つの難題と解決、救助と援助は両方向に働いている。つまり、はじめに救助
した側が、後で援助される側へと逆転し、互いに助け合う関係として望ましい結末へと移行していくの
である。三人兄弟の物語は、昔話の「最後尾優先」という型の話である。はじめは一番劣っていた者が
最後には最前列に出てくる。物語の後半で登場者が試験を課され、不合格と合格へ分けられる。日本の
昔話「やまなしもぎ」などは、ほぼ同じテーマ、よく似た展開の話といえる。
　なお、最後の「魔法が解けて、みんな眠りから救われる」というくだりは、以下のように読み解くこ
とができよう。「眠り」とは、一般的に罪、汚れ、停滞などを象徴している。そのような呪が解かれる
ということは、つまり、石になっていたもの（石のように頑なな心を持っていた者）が、人間の形（本
当のあるべき姿）を取り戻すと解釈できる。
― 31 ―
援助を受けることは能力？
　マックス・リュティは、「メルヒェンの主人公は、…援助者と関係を結ぶ能力があり、その贈り物、
その忠告を受け入れる能力がある。メルヒェンの主人公はまさに能力を与えられた者なのである」13と
いうことを記している。確かに、昔話の主人公は通常、はじめは周縁に追いやられ（グリム童話「灰か
ぶり（シンデレラ））、遠回りし（「白雪姫」）、捨てられ（「ヘンゼルとグレーテル」）、苦労する。しかし
虐げられ、端っこに追いやられるからこそ、簡単に境界を越えて、自分の国（文化圏）とは違う国（文
化圏）へ行くことができ、通常、中心にいる者には接することのできない相手と出会い、ひいては援助・
忠告を受けることができるのである。私たちは安全なところで慢心していたら、おそらく人生を変える
ような試験など受ける機会はないであろう。そのことは、以下のように考えることができる。人は旅に
出て（親元を離れて）、苦労するからこそ、ある意味では厳しい試練を受けて成長できるのである。英
語のtravel（旅）の語源は、古フランス語のtravaillier（骨折って働く）であるが、そこから、trouble（難
儀）ということばが派生したそうであるが、なるほどと了解できる。日本でも昔から「かわいい子には
旅をさせよ」と言う。現代のような危ない環境の中では、安心して子どもを一人旅に出せないと思われ
るが、やはり、ある年齢に達したら、子は親離れし、親は子離れしなければならない。その時機の判断
が難しいところであるが、ふさわしい時に子どもを思い切って旅に出すと、必要な試練と、有難い援助
（者）に出会わせることができる。そうして、援助（贈り物・忠告）を受けるのは、その人に与えられ
る恵まれた能力
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なのである。若い人は旅に出て、異文化・異質なものに出会うことが必要である。
おわりに―救済のメルヒェン
　マックス・リュティは、『昔話―その美学と人間像』の中で、以下のように述べている。
　ある種のメルヒェンは救済のメルヒェンと特徴づけられている。ひろい意味にとれば、あらゆる
魔法メルヒェンにおいて救済がなんらかの形で問題になっているのである。そのことを証明してい
るのは、援助者が多数登場することばかりでなく、話のすじの中心に立っている人物がしばしば救
済者であり救済されるべき者である、という事実である。魔法による呪いから、動物の子、動物嫁、
動物婿が救済され、石化された者、魔法の眠りにおとされていた者が救済される。そしてそれとと
もに、宮廷全体、お供の人たち、町、王国など、周囲の世界全体が救済されることもよくある。こ
こでまた、そういうことを、不幸の影というものが、不幸に直撃された人の周囲をもおおってしま
うものだ、ということの像と感じるかどうかは保留しておこう。とにかくこのような集団的救済は、
メルヒェンにとって救済という現象がいかに本質的なものであるかを証明しているし、メルヒェン
が、個々の人間だけでなく、人間の集団をも考慮にいれていることを証明しているのである。
　魔法をかけられたことの理由はかならずしも語られていない。強調されているのはあきらかに救
済の方であって、魔法をかけることではない。その魔法が誰から発動されたのか、どういう負い目
があったので魔法がかけられたのかについて、メルヒェンは興味をもたない。興味をもつのは、救
済を必要としているという事実そのものである。人間は救済を待ち望んでいる者なり――これは、
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いろいろな形で把握できる口伝えメルヒェンの証言である。ここにいたって、メルヒェンは宗教的
感情の近くに立っていることがわかるのである。（pp. 314-315）
　ブリテンの島々の民俗学者たちやグリム兄弟は旅に出る話をたくさん残した。これらの物語に、現代
に生きる私たち（親の世代も子どもたち）もしっかり耳を傾けるべきであろう。大人は、フェアリーテー
ルの背後に埋め込まれた深いメッセージを読み取ることができる。一方、子どもは物語を楽しむことに
よって、生きる知恵や勇気を自然に受け取ることができるはずである。
　物語というのは同じ話でも、聞く人、読む人によって、違った解釈が可能である。それゆえ、大人も
子どもも、それなりにイメージを持つ。イメージというのは言葉で引き出されるのであり、自由に連想
できるということは、あらゆる人々に多義性を持つアイデアを連想させるということである。フェアリー
テールもグリム兄弟の物語も、イメージを引き起こす大きな力を持っている。14
　太古の語り手たちは、自分たちの話を聞く人を想定し、さまざまな聞き手の必要性と期待に応えよう
と願って語ったのではないだろうか。そして、19世紀に再話を行った人々は、時代を築く若い人々や将
来を担う子どもたちへ、自分たちの受け継いできた貴重な遺産を伝えようと、子どもにもわかる文体に
書き換え、伝承することを願ったに違いない。そして、今、私たちはこれらの遺産をそのまま次世代に
伝える重要な使命を担っている。なぜなら伝承の物語というものは、話を伝えるだけでなくその物語に
埋め込まれた先人の豊かな知恵
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をも伝えるものだからである。
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フェリス女学院大学文学部教授
注
1 マリア・タタール（Maria Tatar, 1945-）は、The Hard Facts of the Grimms’Fairy Tales, 1987.のなかで、伝統
的な口承の物語全体を、広い意味での昔話（folktaleと一語で表示）と呼び、さらにそれを、folk tale（二語で表示）
とfairy tale（二語で表示）に区別して説明を試みている。その分類によると、フォーク・テールは物語が現実の
世界に設定され、魔法を含まない話である。例えば、Joseph Jacobs（1854-1916）の「三匹の子ブタ」には、言
葉を話す狼と子ぶたたちが登場する。そして狼が藁や木切れで建てられた家を吹き飛ばすという、起こりそうに
もないことが起こる。しかし、この話では魔法は起こらない。またグリム童話の「赤ずきん」では、狼がおばあ
さんと赤ずきんを、ぺろりと飲み込み、その後、猟師が狼の腹をはさみで切り裂いて、二人を生きたまま助け出す、
という不思議な出来事が起こる。しかし、この物語の森は異世界ではなく、自然の森であり、魔法使いなどは登
場せず、魔法そのものも起こらない。タタールは、こうした物語をfolk taleと位置付けている。
 　一方、タタールは、fairy taleでは話の中に魔法使いなどが登場し、人間の力をはるかに超えた不思議な魔法が
起こる、と記している。例えばCharles Perrault（1628-1703）の「サンドリヨン」の舞台は、日常の館や城であ
るが、この物語には魔法を使う代母（godmother）が登場し、かぼちゃを馬車に変える、という不思議なことが
起こる。タタールは、こうした物語をfairy taleと位置付けている。タタールの分類は理に適っており、適切な区
分けであるといえよう。しかし、こうした分類に、すべての話に整然と当てはめることには無理があり、ある程
度の許容性をもち、緩やかに分類することが肝要であろう。
 　また、fairy tale という呼称から、妖精の出てくる話と誤解される場合もあるので、使用する際は注意が必要
である。fairy taleは、必ずしも妖精が出てくる話とはかぎらない。この用語は、英語圏の子どもたちが語り手（母
親など）に、「おとぎ話をして」とせがむ際に用いる、お話全般を指す用語として用いられてきたことも理解し
ておくべきである。
2 民間伝承。ほとんど文献に記されないで、古くから民間に伝承されてきた風習・口碑・伝説・俗信・芸能などの
総称。
3 ノルウェーの民話は、百七五年ほど前、ノルウェーの民話研究家ピーター・クリステン・アスビョルンセン（Peter 
Christen Asbjørnsen）とヨルゲン・モオ（Jørgen Moe）によって収集された。そして、彼らは1841年に『ノルウェー
民話集』を、その後、全２巻からなる『ノルウェー妖精物語と伝説集』（1845-1848年）を刊行した。現在も、編
集された三巻の民話集（Samlede Eventyr, Gyldendal Norsk Forlag, Oslo, 1944）と、民話選（Utvalgte Eventyr, 
Gyldedal Norsk Forlag, Oslo, 1951）を読むことができる。
4 ブリテンの島々などにも、キリスト教とその思想・文化や価値観が伝わるようになると、人々は、それまで先人
が信じ、大切に守ってきた古代神話や慣習を重んじながらも、一方では、古い時代の宗教的因習や行事にまつわ
る儀式、通過儀礼など、時代にそぐわないものを危惧し、さらに場合によっては、物語に潜む偏見やその内容ま
でも書き換えていったと思われる。
5 Yeats, W.B., Fairy and Folk Tales of the Irish Peasantry, London: Walter Scott Publishing Co., Ltd, 1888, pp. 35-38.
6 『ケルト妖精物語』W.B. イェイツ編、井村君江　編訳、ちくま文庫、1986年、84-88ページ
7 Colwell, Eileen H., and Anthony Colbert. Round about and Long Ago; Tales from the English Counties. Boston: 
Houghton Mifflin, 1972, pp. 43-45.
8 『むかしばなし・イギリスの旅』アイリーン・コルウェル再話、むろの会訳、新読書社、1998年、71-78ページ
9 一次元性　聖者伝においても伝説においても、此岸の世界とならんで精神的にはそれと厳密に区別された彼岸の
世界がある。外的にはこの彼岸の世界は遠くはなれているわけではない。すなわちいついかなるときにでもその
彼岸世界は人間の日常生活のなかへはたらきかけてくることが可能であり、またその世界の代表者が人間のなか
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に住んでいることもしばしばある。しかしながらその世界は、此岸的世俗的なものとはまったくちがう受けとり
かたをされる。その世界との接触は人間に異常な戦慄をあたえる。それは人間をひきつけては突きはなし、人間
の不安と憧憬をよびおこす。その世界は人間にとって異質なものではあるけれど、彼は自分とその世界とのあい
だに、ある強制的な不可避な関係を感じる。この異質の次元
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は本質的なものであり、その次元の世界からの要求
は普通の世間のいかなる要求よりも重要であり容赦のないものである。
 　聖者伝にとってはこのような超越的世界の存在と活動を啓示し、その求めるところをつたえるのが主要なつと
めである。伝説もまた、聖者伝ほど明確ではなく意図的でもないが、やはりこのべつな世界へ憑かれたように目
をむけている。伝説は人間があらゆる種類の彼岸者――死者、地下住人、森の精、水の精、畑の魔神、家の精、
山の精それに巨人やこびとなど――とでくわしたばあいの、その興奮した、うろたえた出会いを物語る。…彼岸
の住人の足跡にぶつかったひとは不安や傲慢、あるいは好奇心にとりつかれる。彼は戦慄をもってあらあらしい
魔王の軍勢の咆哮を聞き、夜ごと幽霊の行列を見る。…
 　昔話も、彼岸者とよばれるべき登場人物を多くもっている。すなわち魔女、賢女、恩義にむくいる死者、家の精、
巨人、こびと、善良な魔法使いと悪い魔法使い、竜、怪動物などである。一見普通な動物たち、蟻、鳥、魚、熊、
狐なども突然ものをいいはじめ、超自然的能力を発揮する。星や風がはなし、行動する。会ったこともない老人
や老婆が主人公に贈物をあたえ、主人公がちょうどその特殊な状況のなかでとくに必要としている忠告をあたえ
てやることができる。しかもその理由は説明されない。しかし昔話の人物たちは、主人公も脇役もこれらの彼岸
者たちがまるで自分たちと同類のものであるかのように彼らと交渉をもつ。おちついてなんの動揺もなくそれら
の彼岸者からの贈物をうけとったり、押しのけてしまったりするし、あるいは彼らに手助けをしてもらうことも
あれば、彼らを相手に戦うこともある。だがそれがおわると人間たちは、また自分の旅を続けていく。昔話の人
間たちには自分と彼岸者とのあいだの隔絶の体験はない。彼らにとって彼岸者は援助者または迫害者として重要
なのであって、彼岸者の出現自体には興味がない。（『ヨーロッパの昔話』第二資料９．7-10ページ
10 『グリム童話』第一版は一八一二年に出版されている。今から二〇〇年以上も前のことである。その後ヨーロッ
パでは、グリム兄弟の仕事に刺激を受けて、各国で競うように自国の昔話を集め、文章化して残そうと努める人々
が出てきた。
 　ブリテンの島々での昔話の収集や出版の経緯を調べると、組織的な昔話の収集・出版は、イギリスよりスコッ
トランド地方で先に行われていることがわかる。そしてその経緯を見ていくと、関係する人々の間に意外なつな
がりがあったことがわかる。注３．に記したように、ノルウェーではいち早く聴き取りが行われ、1841年には『ノ
ルウェーの昔話集』が出版されている。そして、その昔話集は、イギリスのジョージ・ウェブ・デサント（George 
Webbe Dasent, 1817-1896）によって英訳され（1859年）、イギリスはじめヨーロッパの各国に紹介されるように
なった。デサントはロンドンのキングス・カレッジやオックスフォードの大学で学びを終えた後、外交官として
スウェーデンのストックホルムへ赴いている。そしてその地で、彼はグリム兄弟の兄ヤーコブと出会っている。
デサントは、ヤーコブの薦めでスカンジナビアの文学や神話に興味を持つようになり、やがて古代北欧神話を英
訳し、またアイスランド語の文法、さらに古代ノルウェー語の文法の研究などを行っている。デサントはイギリ
スに戻った後、さらにスカンジナビアについての研究を続け、ノルウェーの物語を英訳したのであった。このデ
サントという人物が、その後のブリテンの島々での昔話収集に大きな役割を果たしたのである。
 　一方、スコットランドの昔話を実際に収集したのは、スコットランドのアイラ島出身、ジョン・フランシス・キャ
ンベル（John Francis Campbell, 1822-1885）という人物であった。キャンベルはスコットランド西部にある小
さなアイラ島で育ち、長じて名門イートン校、そしてエジンバラ大学で教育を受けた。その後、インナーテンプ
ル法学院から法曹界に招きを受けた。彼は家柄も身分も申し分のない、上流階級に属する知的な人物であった。
そのゆえ、彼は本来、民衆からは遠く離れた存在だった。ところが彼は、ケルトの民衆のただ中にあって、古く
て価値なきものと卑しめられていたケルトのフォークロアの収集という大事業を行い、スコットランドの伝承文
化を救う人物になったのであった。文献資料（Dorson, Richard. The British Folklorists. London: Routledge & K. 
Paul, 1968. 邦訳なし。）によると、キャンベルは幼いころ、バグパイプ奏者からゲール語を学んだと記されている。
― 35 ―
この言語が、当時、スコットランドで使用されていた民衆のことばであった。当然のことながら、その地域に住
む農夫や漁夫は、この古い言語を用いて生活をし、またこの言語で古い物語を覚え、伝承してきたのであった。
キャンベル自身は高い階級に属する人物であったが、にもかかわらず、彼は農家の小作人や島々の貧しい漁師と
親しく交わった。彼は近隣の大工たちと一緒に働き、農場の男の子と木によじ登って遊び、盲目のフィドル（バ
イオリン）奏者がケルトの古い物語を吟ずるのを聞いて育ったのである。こうした生い立ちから推して、キャン
ベル自身には、ケルトの伝承文化に対する愛着があったと思われる。興味深いことに、スカンジナビアの研究を
していたデサントとキャンベルは親しい間柄であったという。そこでデサントは、キャンベルに、グリム兄弟が
ドイツの農民・庶民から聞き取ったように、またアスビョルンセンとモーがノルウェーの農民から聞き取ったよ
うに、スコットランドのハイランドでゲール語を話す小作人から昔話を聞き取るように、と勧めた。こうして、
キャンベルはスコットランドのフェアリーテールを集めることになったのであった。彼は民衆の近くに身をおい
て生き、見下されていた民衆の語り口で語り、意図的に彼らの生活に溶け込もうと試みたのである。こうして、
彼は民衆の語るフェアリーテールをたくさん記録したのであった。この資料集を、私たちは現在四つの昔話集
（Campbell, J.F., Popular Tales of the West High-lands: Kessinger Pub, .Vol.1-4, 1890. 邦訳なし。）で読むことが
できる。
11 第二資料８．９．参照
12 アアルネ－トンプソン話型インデックスM554「動物の援助」
 動物の援助の中でもっともよく知られているものは「動物の恩返し」（（MT554）とよばれる話である。他の報恩
譚と同様に主人公は三人兄弟の末弟である。旅の途中で動物を助ける。あるいは獲物の分配について争っている
動物たちに公平な分配法を教えてやる。動物たちはお礼に各自身体の一部を差出し、危急の際にはそれで彼等を
よび出せば助けに行くことを約す。動物は蟻とあひると蜂、または鴉と魚と狐の場合もある。主人公は後にこれ
らの動物の助けによって難題を果し、姫をかちとる。難題は、ばらまかれた大量の種子または数珠玉を選り分け
て集めること、及び海底から指輪または鍵をとってくることの二つがこの話の定型的なもので、これは蟻と魚の
助けで果す。このほか他の話にも出てくる難題、世界の果てから生と死の水をとってくる（MT551）、同じよう
に装った姉妹たちの中から目的の姫を選び出す（MT313）、姫の目から姿を隠し、姫に殺されるかわりに姫をか
ちとる（MT329）などがあり、動物の援助によって成功する。（第二資料７．pp. 64-65）
13 『昔話　その美学と人間像』マックス・リュティ著、小澤俊夫訳、岩波書店、一九八五年、三〇二ページ
14 連想というのは、通常、言葉を通して行われるとすれば、言葉の持つ多様性、そして聞いた言葉から浮かぶイメー
ジの鮮烈さなどは、連想と関係すると言える。
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